
こ
と

」
「
早
寝
早
起
き
・
家
の

手

伝

い

を

す

る

こ

と

」
「

部

活

動

で

サ

ー

ブ

の

成

功

率

を

上

げ

る

こ

と

」

に

つ

い

て

振

り

返

る

と

と

も

に

、

２

学

期

は

、

部

活

８

月

日

（

土

）

に

秋

季

総

31

動

や

勉

強

で

１

学

期

の

自

分

を

体

陸

上

競

技

が

行

わ

れ

、

藤

原

「

超

」

え

た

い

と

い

う

抱

負

を

怜

叶

さ

ん

（

２

年

）

が

、

男

子

発
表
し
ま
し
た
。

共

通

ｍ

に

出

場

し

、

大

会

新

400

東

中

生

皆

が

２

学

期

の

目

標

記

録

で

１

位

に

輝

き

ま

し

た

。

に

向

け

て

努

力

し

、

成

長

し

て

全

県

大

会

で

の

上

位

入

賞

を

期

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

待

し

て

い

ま

す

。

男

子

共

通

４

２

学

期

は

、

秋

季

総

体

、

中

×

ｍ

リ

レ

ー

（

芹

田

快

音

さ

100

間

テ

ス

ト

、

総

合

的

な

学

習

の

ん

、

野

村

優

光

さ

ん

、

堀

内

直

時

間

（

職

場

体

験

、

能

代

Ｅ

Ａ

湧
斗
さ
ん

、
藤
原
怜
叶
さ
ん

）

８

月

日

（

月

）
、

日

間

の

夏

休

み

を

終

え

、

元

気

に

２

学

Ｓ
Ｔ
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

）
、

も
全
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

26

34

期

を

ス

タ

ー

ト

さ

せ

ま

し

た

。

休

み

中

大

き

な

け

が

や

事

故

も

な

実

力

テ

ス

ト

な

ど

行

事

が

多

く

本
校
の
ほ
か
の
競
技
は

日

14

く

過

ご

し

て

く

れ

た

こ

と

を

う

れ

し

く

思

い

ま

す

。

２

学

期

は

学

な

り

ま

す

。

計

画

的

に

物

事

に

（

土

）
、

日

（

日

）

に

各

会

15

校

祭

ひ

が

し

が

あ

り

ま

す

。

保

護

者

の

皆

様

に

は

御

難

儀

を

お

か

取

り

組

む

力

も

高

め

て

ほ

し

い

場

で

行

わ

れ

ま

す

。

温

か

い

ご

け
し
ま
す
が

、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

と
思
い
ま
す
。

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋

田

魁

新

報

社

が

毎

年

開

催

し

休

み

明

け

の

日

（

月

）

に

生

代

表

の

石

岡

奈

緒

さ

ん

は

、

て
い
る
選
手
権
で
す
。
本
校
は

、

26

始
業
式
を
行
い
ま
し
た
。
３
年

受

験

生

と

し

て

時

間

を

意

識

し

４

年

ぶ

り

の

参

加

と

な

り

ま

て

過

ご

し

た

こ

と

、

課

題

を

早

秋

田

活

性

化

中

学

生

選

手

権

す

。

本

校

に

協

力

し

て

く

だ

さ

く

済

ま

せ

実

力

テ

ス

ト

の

勉

強

は

、

企

業

の

特

色

を

生

か

し

た

る

企

業

は

、

能

代

市

の

喜

久

水

を

頑

張

り

つ

つ

も

夏

を

楽

し

ん

地

域

活

性

化

プ

ラ

ン

を

考

案

す

酒

造

さ

ん

で

す

。

本

校

学

区

に

だ

こ

と

な

ど

夏

休

み

を

振

り

返

る

こ

と

を

通

し

て

地

域

を

支

え

ト

ン

ネ

ル

地

下

貯

蔵

庫

も

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

、

学

習

と

学

る
生
徒
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い

り
、
関
係
が
深
い
企
業
で
す
。

校

祭

を

頑

張

り

た

い

こ

と

、

総

２

年

生

５

名

は

夏

休

み

中

に

合

的

な

学

習

の

時

間

（

商

品

開

見

学

取

材

を

終

え

て

お

り

、

こ

発

、

職

場

体

験

）

に

進

ん

で

取

の

後

は

ア

イ

デ

ア

を

練

り

、

プ

り

組

む

こ

と

な

ど

２

学

期

の

抱

レ
ゼ
ン
制
作
に
入
り
ま
す
。

負
を
発
表
し
ま
し
た
。

現

在

、

全

校

で

取

り

組

ん

で

２

年

生

代

表

の

坂

本

蒼

空

さ

い

る

能

代

Ｅ

Ａ

Ｓ

Ｔ

活

性

化

プ

ん

は

、

夏

休

み

に

浴

衣

を

着

て

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

通

じ

る

取

組

で

道

地

佐

々

楽

に

出

演

し

た

こ

あ
り
、
よ
い
機
会
を
得
ま
し
た

。

と

、

英

語

と

数

学

の

復

習

を

頑

参

加

す

る

の

は

、

神

林

さ

ゆ

張

っ

た

こ

と

な

ど

を

振

り

返

り

り

さ

ん

、

近

藤

心

奏

さ

ん

、

柴

ま

し

た

。

ま

た

、

２

学

期

は

部

田

悠

さ

ん

、

藤

澤

ら

ん

さ

ん

、

活

動

と

勉

強

を

両

立

さ

せ

た

い

峰

岸

さ

く

ら

さ

ん

で

す

。

若

い

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

発

想

で

の

活

性

化

プ

ラ

ン

を

期

１

年

生

代

表

の

佐

藤

凜

花

さ

待
し
て
い
ま
す
。

ん

は

、

夏

休

み

の

三

つ

の

目

標

県
北
大
会
は

月

日
（
土

）

10

19

「
早
め
に
課
題
を
終
わ
ら
せ
る

森
吉
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

わ
が
東
中

校
訓
：
共
に
羽
ば
た
く

心豊かに たくましく 夢に向かって 自らを高めていく生徒の育成学校教育目標

能代市立
能代東中学校

文責
谷内 直毅

校報７号 令和６年 ９月６日発行

新
た
な
思
い
で
２
学
期
ス
タ
ー
ト

計
画
的
に
物
事
に
取
り
組
む
力
を
！

喜久水酒造さんの施設を見学する２年生

藤

原

怜

叶

さ

ん

Ｍ

１

位

400

秋
季
総
体
が
開
幕

各学年代表の挨拶 左から３年 石岡奈緒さん、

１年 佐藤凜花さん、２年 坂本蒼空さん



「

共

助

」

に

つ

い

て

学

び

ま

し

た

。

ロ

ー

プ

ワ

ー

ク

コ

ー

ス

で

は

、

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

で

救

助

す

る

際

の

ほ

ど

け

な

い

ロ

ー

プ

の

結

び

方

等

を

教

え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

さ

ら

に

、

緊

急

時

に

橋

を

か

け

る

特

殊

車

両

の

見

学

、

乗

車

も

行

い

ま

し

た

。

最

後

に

戸

松

咲

乃

さ

ん

（

１

年

）
、

藤

田

璃

音

さ

ん

（

２

年

）
、

塚

本

明

日

人

さ

ん

（

３

年

）

が

感

想

を

述

べ

ま

し

た

。

感

想

か

ら

は

「

共

助

」

の

意

識

の

高

ま

り

を

感

じ
ま
し
た
。

田

県

大

会

に

、

本

校

か

ら

６

チ

ー
ム
が
参
加

。
全

チ
ー
ム
中
、

28

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
。

１

位

か

ら

３

位

ま

で

を

独

占

。

お

か

げ

さ

ま

で

、

％

以

上

80

今

年

か

ら

学

校

祭

が

月

開

催

８

月

日

に

浅

内

で

行

わ

れ

６

位

も

合

わ

せ

、

４

チ

ー

ム

が

の

回

答

を

得

る

こ

と

が

で

き

ま

10

17

に

な

っ

た

こ

と

を

受

け

、

月

た
中
学
生
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
秋

入
賞
し
ま
し
た
。

し
た

。
早
急
に
職
員
で
分
析
し

、

10

に

実

施

し

て

い

た

避

難

所

開

設

結

果

は

次

の

と

お

り

で

す

。

２

学

期

以

降

の

学

校

教

育

に

生

訓

練

（

防

災

教

室

）

を

９

月

上

優
勝
し
た
チ
ー
ム
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ

」

か

し

て

ま

い

り

ま

す

。

ご

協

力

旬

に

移

し

ま

し

た

。

ま

た

、

内

は

、

月

に

茨

城

県

つ

く

ば

市

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10

容

を

見

直

し

、

避

難

所

開

設

訓

で

行

わ

れ

る

全

国

大

会

に

出

場

練

を

隔

年

と

し

、

緊

急

時

の

実

し
ま
す
。

践

に

つ

な

が

る

活

動

も

取

り

入

◇

１

位

「

Ｎ

Ａ

Ｎ

Ａ

」
（

佐

藤

れ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

優
菜
・
小
林
葉
菜
）

今

年

は

３

日

（

火

）

に

、

自

◇

２

位

「

Ｓ

Ｋ

」
（

佐

々

木

翔

衛

隊

の

方

々

を

お

招

き

し

、

防

矢
・
岸
部
佳
太
）

災

教

室

を

実

施

し

ま

し

た

。

防

◇

３

位

「

Ｈ

＆

Ｍ

」
（

安

田

妃

災

講

話

で

は

、

災

害

時

の

自

衛

花
・
飯
坂
未
優
）

隊

の

活

動

や

役

割

等

の

視

点

か

◇

６

位

「E=m
c
2

」
（

髙

橋

潤

太

ら

「

公

助

」

に

つ

い

て

学

び

ま

・
大
和
陽
向
）

し

た

。

ま

た

、

釜

石

の

津

波

て

ん
で
ん
こ
の
教
え
か
ら
「
自
助
」

「sm
ile

」(

髙

橋

り

ほ･

大

和

に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

愛

莉)
<

「

イ

ー

ス

ト

」
（

佐

藤

そ

の

後

、

救

急

法

コ

ー

ス

で

譲

、

塚

本

明

日

人

）

は

、

惜

し

は

、

止

血

の

方

法

、

他

者

と

協

く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

力
し
て
け
が
人
を
運
ぶ
方
法
等

心豊かに たくましく 夢に向かって 自らを高めていく生徒の育成

校報７号 令和６年 ９月６日発行

学校教育目標

自
衛
隊
招
き
、
防
災
教
室
を
開
催

９月の行事
３日（火） 防災教室

４日（水） 学校祭運営委員会(17:30)

５日（木） 英語暗唱弁論大会

６日（金） 秋季総体激励会

〃 金子三勇士ﾋﾟｱﾉｱｸﾃｨﾋﾞｨﾃｨ

14日（土） ３年実力テスト④

～ １5日（日） 秋季総体（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ《二中と合同》、

野球《東雲と合同》、

ｿﾌﾄﾃﾆｽ、卓球、体操）

16日（月） 敬老の日

17日（火） 振替休業日（9/14分）

18日（水） 秋季総体報告会
19日（木） 職員会議

20日（金） 専門委員会

21日（土） 全県秋季陸上～ 22 日
〃 郡市ｿﾌﾄﾃﾆｽ１年生大会

22日（日） 秋分の日
23日（月） 振替休日

25日（水） 朝のあいさつ運動

27日（金） 英語検定（放課後）
30日（月） 全校朝会

〃 衣替え移行期間～10/11

あ
と
が
き

夏
休
み
中
、
新
聞
に
本

校
生
徒
の
活
躍
が
多
数
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
檜
山
の
盆
踊
り
の
記
事

で
は
渡
部
功
明
さ
ん
の
「
地
域
を
元

気
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
の
こ
も

っ
た
コ
メ
ン
ト
が
、
鶴
形
さ
さ
ら
の

記
事
で
は
若
松
小
太
郎
さ
ん
の
「
最

後
ま
で
激
し
く
踊
れ
て
成
長
を
見
せ

ら
れ
た
」
と
い
っ
た
内
容
の
コ
メ
ン

ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地
域

を
支
え
る
東
中
生
の
活
躍
を
う
れ
し

く
思
う
と
と
も
に
、
育
て
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
地
域

の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

競技終了後の本校の参加メンバー


